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たかしまの風
〈学校教育目標〉 「ゆたかな心、たしかな力」の育成

学校HPも
随時更新

令和8年熊本地震による被害
この度、令和８年７月２８日に発生した「令和８年熊本地震」により被災された皆さまに、心よりお見舞
い申し上げます。今なお余震が続き、皆さまにおかれましては不安な日々をお過ごしのことと拝察いたし
ます。
厳しい暑さの中、地震の影響により損なわれた生活基盤や社会インフラの確保に懸命な努力がなさ
れてきました。発災直後より人命救助、復旧・復興支援、医療活動その他の支援に尽力されている方々
を含め、全ての関係者の皆さまに、深い敬意と感謝の意を表すとともに、一日も早い復旧・復興が実現
することを切に願っております。
本校も校舎内外の至るところで被害が確認されました。不具合の修繕は続いているものの、学校の機
能としては本日予定どおり再開できたことに胸をなでおろしたところです。
しかし、児童生徒の心のケア、道路事情の悪化によるスクールバス運行への影響、給食センターの運
用停止による応急給食の実施など、地震による影響が各方面に出ています。児童生徒、保護者の皆さ
まにはご不便・ご迷惑をおかけしますが、関係機関の協力を得ながら影響を最小限にとどめてまいりま
すので、ご理解いただきますようお願いします。
震災により多くの子供たちが不安や緊張を抱えています。災害後は、一見落ち着いて見えても、時間の
経過とともにさまざまな反応が現れることがあります。１０年前の熊本地震の際にも、夜中に泣く、大人
から離れられなくなる、地震ごっこをするなどの姿が見られています。お子様の生活面・学習面等で心
配なことや不安なことがありましたら遠慮なく学校までお知らせください。児童生徒の心のケアについて
熊本県教育委員会の資料を掲載しました。対応方法を皆さまと共有します。


